
17広報 令和元年・９月号

   ８.1　８.31 
１日 
２日

３日

４日
５日
６日

７日

８日

９日

10日
11日

13日

14日
15日

16日
17日

24日

25日

26日
28日
30日
31日

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・

イングリッシュキャンプinらんこし（～2日）
第31回花壇めぐり
桂福丸独演会in蘭越
第３回蘭越町長杯選抜ジュニアサッカー大会
第５回蘭越ブキニスト
町民羊蹄山登山
蘭越町民センター講座「木工クラフト教室」
ちびっ子チャレンジクラブ「町外視察」
らんこし仮装はしご酒

蘭越町戦没者追悼式
昆布風の子子ども会七夕行列
第20回町民スポーツ水泳大会兼ナイター
町民水泳記録会
第44回蘭越町福祉スポーツ大会
ほくでんエネルギーキャラバンin蘭越町
第12回三和盆踊り・花火大会
夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
第43回目名地区夏祭り
御成地区夏祭り

「お盆帰省期の交通安全運動」黄色い旗の波
街頭啓発

蘭越２町内手づくりビアガーデン
第16回水上・淀川・大谷地区盆踊りの集い
蘭越町成人式
第36回蘭越信友会納涼盆踊り大会
第９回蘭越町納涼花火大会
昆布地区納涼盆踊り＆ビアガーデン
蘭越中学校卓球部全国中体連卓球大会壮行会
北海道大学法律相談室による移動無料法律
相談2019in蘭越町（～18日）
第21回蘭越町生涯楽習フェスティバル
日本画家・曲子明良講演会
曲子光男・曲子明良「日本画」親子作品展（～27日）
2019蘭越グッドドライバー・レッスンin蘭越町
三和地区敬老会
第14回札幌地区「蘭越ふるさと交流会」
第４回蘭越町議会臨時会
鎌田實講演会
第33回蘭越町ゲートボール大会
蘭越町開基120年記念120アウト町民ソフ
トボール大会
水上・淀川・大谷合同敬老会

長
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ご
尽
力
に
感
謝
状
贈
呈

 

蘭
越
消
防
団
・
消
防
団
長
と
し
て

　
　
　

消
防
活
動
を
通
じ
民
心
安
定
に
寄
与

８
月
31
日
を
も
っ
て
蘭
越
消
防
団

を
退
団
さ
れ
た
坪
田
和
昭
氏
へ
、
昭

和
49
年
に
蘭
越
消
防
団
に
入
団
以

来
、
勤
続
45
年
３
ヶ
月
、
消
防
団
長

と
し
て
平
成
25
年
12
月
１
日
か
ら
５

年
９
ヶ
月
、
消
防
業
務
に
ご
尽
力
さ

れ
、
消
防
活
動
を
通
じ
民
心
安
定
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
９
月
２

日
、
金
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

坪
田 

和
昭
さ

ん
（
蘭
越
町
）

蘭
越
消
防
団
長
へ
就
任

勇
退
さ
れ
た
坪
田
前
蘭
越
消
防
団

長
の
後
任
に
、
９
月
１
日
付
で
蘭
越

消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
た
佐
藤
信
衛

氏
へ
、
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
管
理

者
か
ら
の
辞
令
が
、
９
月
２
日
、
金

町
長
よ
り
進
達
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
に
蘭
越

消
防
団
に
入
団
以
来
、
分
団
長
、
副

団
長
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
人
柄
と
統

率
力
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、
団
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
ご

期
待
い
た
し
ま
す
。
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衛
さ

ん
（
昆
布
町
）
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今
月
12
日
で
、
蘭
越
町
公
式

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
開
設
１
年
が

経
過
し
、
毎
日
欠
か
さ
ず
継
続

し
て
記
事
を
公
開
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。「
継
続
は
力
な

り
」
と
言
い
ま
す
が
、
今
後
も

毎
日
継
続
し
て
皆
様
へ
町
の
出

来
事
を
情
報
発
信
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
（
松
山
）

残
暑
の
中
に
ほ
ん
の
り
と
秋

を
感
じ
る
風
が
吹
き
始
め
て
き

ま
し
た
。
昼
間
の
暑
さ
に
対
し

て
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
は
な
か

な
か
侮
れ
ず
、
寝
冷
え
し
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
で
す
。
季
節

の
変
わ
り
目
、
体
調
を
崩
さ
れ

な
い
よ
う
、
皆
様
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
島
下
）

　

　

短
歌
（
蘭
越
短
歌
会
か
ら
）

小
森　

チ
ナ

我
が
庭
の
紫
陽
花
咲
き
そ
め
夏
来
た
り

日
毎
に
色
増
し
癒
や
さ
れ
て
お
り

西
條　

美
登

今
朝
も
ま
た
夫
に
電
話
し
声
を
聞
く

仕
事
も
無
事
で
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

田
中
ち
る
は

亡
き
人
の
風
の
さ
さ
や
き
聞
く
が
ご
と

ニ
セ
コ
観
音
渡
る
御
詠
歌

中
林　

ト
メ

開
拓
の
飢
え
満
た
せ
し
と
ふ
う
ば
ゆ
り
が

夏
の
路
辺
に
数
多
花
咲
く

中
屋　

吉
恵

八
月
は
ご
先
祖
さ
ま
に
逢
え
る
月

花
た
ず
さ
え
て
お
参
り
し
ま
し
ょ
う

野
口
の
ぶ
子

山
ふ
か
き
山
百
合
の
咲
く
あ
の
道
は

今
は
静
か
に
夏
草
生
い
て

宮
谷
内
誠
子

綺
羅
星
を
一
つ
従
が
え
月
出
づ
る

半
月
な
れ
ど
凜
と
輝
き

脇
山　

好
子

久
々
に
二
歳
の
孫
と
の
落
が
き
も

と
ん
ぼ
鉛
筆
ど
ん
ど
ん
書
け
る

吉
田　

文
子

行
き
よ
り
も
帰
り
の
荷
物
多
く
な
る

三
年
振
り
の
帰
郷
に
兄
が

久
保
田
飛
鳥

歓
声
は
四
万
人
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

真
赤
に
染
ま
る
札
幌
ド
ー
ム

　

俳
句
（
蘭
越
俳
句
会
か
ら
）

西
岡　

孝
一

お
堂
に
て
三
味
線
太
鼓
盆
供
養田

中　

水
月

流
灯
に
託
す
互
い
の
心

こ
こ
ろ

の
灯ひ

中
兼
裕
美
子

月
光
に
誘
い
誘
わ
れ
夢
の
旅

上
野　

朝
子

日
焼
け
濃
し
涙
の
砂
を
掻
き
集
め

�

　

～
師
（
故
・
石
坂
壽
一
氏
）
を
偲
ん
で
～

石
坂　

寿
鳳

一
斉
に
墓
標
海
向
く
稲
光
り

　

△９月７日　秋の味覚「落葉キノコ（ハナイグチ）」
　　　　　　が顔をだす

タイトル：「晨
しんちょう

潮」

出  品  展：「第２回日展」

制  作  年：昭和４５年

曲  光男 日本画作品
ＶＯＬ．９

現寸法（縦 219cm ×横 149.4cm）


